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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パッケージボディーと、
　前記パッケージボディー上に配置され、第１導電型半導体層、活性層及び第２導電型半
導体層を含み、複数の発光セル（ｃｅｌｌ）に分かれた発光構造物と、
　前記パッケージボディーと前記発光構造物との間に位置する支持基板と、
　前記それぞれの発光セルに接続された第１電極及び第２電極と、
　前記それぞれの発光セル上に配置された蛍光体と、を含み、
　互いに隣接する発光セルは、前記第１導電型半導体層、前記活性層及び前記第２導電型
半導体層のうち少なくとも２層以上が電気的に分離され、
　前記蛍光体は、前記複数の発光セルの各々に沿って相互に分離されており、
　複数の発光素子の各々が、前記複数の発光セルのうちの対応する複数の発光セルを含み
、
　前記複数の発光素子の各々に含まれ、或る配線に接続され、第１波長領域の光を放出す
る第１発光セルと、前記複数の発光素子の各々に含まれ、別の配線に接続され、第２波長
領域の光を放出する第２発光セルとが、相互に独立して駆動され、
　前記或る配線に接続された複数の前記第１発光セルと前記別の配線に接続された複数の
前記第２発光セルとが相互に独立して駆動可能であり、
　前記複数の前記第１発光セルの各々が、前記複数の発光素子のうちの該第１発光セルに
固有の発光素子に含まれるものであり、
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　前記複数の前記第２発光セルの各々が、前記複数の発光素子のうちの該第２発光セルに
固有の発光素子に含まれるものであり、
　前記或る配線に電流が供給されたときに、常に、前記複数の前記第１発光セルが、すべ
て第１の色の光を放出して、協働して１つの信号を示し、
　前記別の配線に電流が供給されたときに、常に、前記複数の前記第２発光セルが、すべ
て前記第１の色の光とは異なる第２の色の光を放出して、協働して１つの信号を示し、
　前記複数の発光素子の各々が、相互に異なる面積及び形状を有する複数の発光セルを含
み、
　前記形状が矩形及び三角形を含み、
　前記それぞれの発光セルは、１つの発光構造物が成長した後、前記成長した１つの発光
構造物がエッチングされることにより分かれたものであり、
　前記蛍光体は、コンフォーマルコーティングされるか又はフィルムタイプで配置され、
　隣接する前記発光セル間の距離は１０μｍ～５０μｍであり、
　前記複数の発光素子の各々が水平型発光素子又は垂直型発光素子であり、
　同一発光素子内の発光セル間の距離が、隣接する発光素子内の発光セル間の距離よりも
小さい、発光素子パッケージ。
【請求項２】
　前記それぞれの発光セルは、メサエッチングされて第２導電型半導体層から活性層及び
第１導電型半導体層の一部がエッチングされることにより、前記第１導電型半導体層の一
部が露出され、各発光セルの第２導電型半導体層及び露出された第１導電型半導体層上に
それぞれ第２電極及び第１電極が配置された、請求項１に記載の発光素子パッケージ。
【請求項３】
　前記それぞれの発光セルの第１導電型半導体層上にそれぞれ第１電極が配置される、請
求項２に記載の発光素子パッケージ。
【請求項４】
　前記それぞれの発光セルの活性層は、互いに同じ波長領域の光を放出し、前記それぞれ
の発光セル上に配置された蛍光体のうち少なくとも一部は、互いに異なる波長領域の光を
放出する、請求項１乃至３のいずれかに記載の発光素子パッケージ。
【請求項５】
　前記発光セルは、第１波長領域の光を放出する第１蛍光体が配置された前記第１発光セ
ルと、第２波長領域の光を放出する第２蛍光体が配置された前記第２発光セルとを含み、
前記第１発光セル及び第２発光セルのうち少なくとも一つは、特定のエンブレムを示す、
請求項４に記載の発光素子パッケージ。
【請求項６】
　前記複数の発光セルのうち互いに異なる形状の発光セル上には、互いに同一または異な
る波長領域の光を放出する蛍光体が配置される、請求項１乃至５のいずれかに記載の発光
素子パッケージ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光素子パッケージ及びそれを含む車両用照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　半導体の３－５族または２－６族化合物半導体物質を用いた発光ダイオード（Ｌｉｇｈ
ｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：ＬＥＤ）やレーザーダイオード（Ｌａｓｅｒ　Ｄｉ
ｏｄｅ：ＬＤ）のような発光素子は、薄膜成長技術及び素子材料の開発によって赤色、緑
色、青色及び紫外線などの様々な色を具現することができ、蛍光物質を用いたり、色を組
み合わせたりすることによって効率の良い白色光線も具現可能であり、蛍光灯、白熱灯な
どの既存の光源に比べて低消費電力、半永久的な寿命、速い応答速度、安全性、環境親和
性などの長所を有する。
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【０００３】
　したがって、発光ダイオードは、光通信手段の送信モジュール、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ
　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）表示装置のバックライトを構成する冷陰極管（ＣＣ
ＦＬ：Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｃｅ　Ｌａｍｐ）を代替する発
光ダイオードバックライト、蛍光灯や白熱電球を代替することができる白色発光ダイオー
ド照明装置、自動車のヘッドライト及び信号灯にまでその応用が拡大されている。
【０００４】
　発光素子は、サファイアなどからなる基板上に、第１導電型半導体層、活性層及び第２
導電型半導体層を含む発光構造物が形成され、第１導電型半導体層と第２導電型半導体層
上にそれぞれ第１電極と第２電極が配置される。
【０００５】
　発光素子パッケージは、パッケージボディーに第１電極及び第２電極が配置され、パッ
ケージボディーの底面に発光素子が配置され、第１電極及び第２電極と電気的に接続され
る。
【０００６】
　図１Ａ及び図１Ｂは、従来の発光素子パッケージを示す図である。
【０００７】
　複数個の発光素子１５０ａ，１５０ｂ，１５０ｃが配置された発光素子パッケージ１０
０の場合、基板１１０上にそれぞれの発光素子１５０ａ，１５０ｂ，１５０ｃが所定間隔
離隔して配置されており、それぞれの発光素子１５０ａ，１５０ｂ，１５０ｃは、同じ波
長領域の光を放出するか、または異なる波長領域の光を放出することができる。
【０００８】
　例えば、発光素子パッケージから白色光を放出しようとする場合、図１Ａに示すように
、一つの基板１１０に互いに異なる波長領域の光（Ｒｅｄ、Ｂｌｕｅ、Ｇｒｅｅｎ）を放
出する３つの発光素子１５０ａ，１５０ｂ，１５０ｃを配置するか、または互いに異なる
基板１１０にそれぞれ互いに異なる波長領域の光（Ｒｅｄ、Ｂｌｕｅ、Ｇｒｅｅｎ）を放
出する３つの発光素子１５０ａ，１５０ｂ，１５０ｃを配置してもよい。
【０００９】
　このとき、３つの発光素子１５０ａ，１５０ｂ，１５０ｃは、活性層から互いに異なる
波長領域の光を放出するか、または、活性層から同じ波長領域の光を放出するとしても、
互いに異なる種類の蛍光体を配置することができる。
【００１０】
　上述したように、一つの発光素子パッケージ内に互いに異なる波長領域の光を放出する
複数個の発光素子を使用する場合、デザインの制約ないしコストの上昇を予想することが
できる。
【００１１】
　特に、車両用後方照明装置のように、狭い空間内で様々な色相ないし形状の光を放出し
ようとするとき、互いに異なる光を放出するそれぞれの発光素子を隣接するように配置す
るのに技術的な限界があり得る。
【００１２】
　そして、図２Ａは、従来の発光素子パッケージを示す図である。
【００１３】
　複数個の発光素子１５０が配置された発光素子パッケージ１００の場合、基板１１０上
にそれぞれの発光素子１５０が所定間隔離隔して配置されており、それぞれの発光素子１
５０は、同じ波長領域の光を放出するか、または異なる波長領域の光を放出することがで
きる。
【００１４】
　図２Ｂは、従来の光源モジュールを示す図である。
【００１５】
　光源モジュールにおいて、発光素子パッケージの前方にレンズ１８０が配置されて、基
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板１１０上のそれぞれの発光素子１５０から放出された光の進行経路を変更させることが
できる。特に、車両用照明装置に使用されるとき、レンズ１８０として非球面のレンズが
使用され、発光素子１５０の発光形状がそのまま伝達されるので、発光素子１５０の光源
の形状が重要であり得る。
【００１６】
　しかし、通常、発光素子の光源の形状は正方形又は長方形であるため、外部に伝達され
る光の形状の具現に制約がある。また、それぞれの発光素子を隣接するように配置するの
に技術的な限界があり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　本発明に係る様々な実施形態により、発光素子パッケージ及びそれを含む車両用照明装
置において、光源の配置の自由度を増加させ、光源から外部に伝達される光の形状を多様
化し、製造コストを低減する。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明の一実施形態によると、パッケージボディーと；前記パッケージボディー上に配
置され、第１導電型半導体層、活性層及び第２導電型半導体層を含み、少なくとも２つの
発光セル（ｃｅｌｌ）に分かれた発光構造物と；前記パッケージボディーと前記発光構造
物との間に位置する支持基板と：前記それぞれの発光セルに接続された第１電極及び第２
電極と；前記それぞれの発光セル上に配置された蛍光体と；を含み、互いに隣接する発光
セルは、前記第１導電型半導体層、前記活性層及び前記第２導電型半導体層のうち少なく
とも２層以上が電気的に分離される発光素子パッケージを提供する。
【００１９】
　それぞれの発光セルは、互いに同じ波長領域の光を放出し、前記それぞれの発光セル上
に配置された蛍光体のうち少なくとも一部は、互いに異なる波長領域の光を放出すること
ができる。
【００２０】
　それぞれの発光セルは、一つの発光構造物が成長した後、前記成長した一つの発光構造
物がエッチングされることにより分かれてもよい。
【００２１】
　蛍光体は、コンフォーマルコーティングされるか、またはフィルムタイプで配置されて
もよい。
【００２２】
　隣接する前記発光セル間の距離は１０μｍ～５０μｍであってもよい。
【００２３】
　発光素子パッケージは、発光構造物が配置された基板をさらに含み、前記それぞれの発
光セルは、メサエッチングされて第２導電型半導体層から活性層及び第１導電型半導体層
の一部がエッチングされることにより、前記第１導電型半導体層の一部が露出され、前記
それぞれの領域の発光セルの第２導電型半導体層と露出された第１導電型半導体層上にそ
れぞれ、第２電極と第１電極を配置することができる。
【００２４】
　発光素子パッケージは、発光構造物が配置された導電性支持基板をさらに含み、前記そ
れぞれの発光セルの第１導電型半導体層上にそれぞれ第１電極を配置することができる。
【００２５】
　本発明の他の実施形態によると、回路基板と；前記回路基板上に配置された上述した発
光素子パッケージと；前記発光素子パッケージ上に配置されたレンズと；を含み、前記発
光構造物は、少なくとも２つ以上配置され、前記それぞれの発光構造物は青色波長領域の
光を放出し、前記それぞれの発光セルには黄色蛍光体と赤色蛍光体とが少なくとも配置さ
れた車両用照明装置を提供する。
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【００２６】
　それぞれの発光構造物は、黄色蛍光体が配置された第１発光セルと、赤色蛍光体が配置
された第２発光セルとを含み、前記それぞれの発光構造物内の第１発光セルと第２発光セ
ルとは同一に配列されてもよい。
【００２７】
　第１発光セルと第２発光セルは互いに独立して駆動可能である。
【００２８】
　本発明の更に他の実施形態によると、パッケージボディーと；前記パッケージボディー
上に配置され、第１導電型半導体層、活性層及び第２導電型半導体層を含み、少なくとも
２つの発光セル（ｃｅｌｌ）に分かれた発光構造物と；前記それぞれの発光セルに接続さ
れた第１電極及び第２電極と；前記それぞれの発光セルのうち少なくとも一部の上に配置
された蛍光体と；を含み、前記それぞれの発光セルの形状及び発光セル間の距離のうち少
なくとも一部が互いに異なる発光素子パッケージを提供する。
【００２９】
　それぞれの発光セルの形状は、四角形または三角形であってもよい。
【００３０】
　それぞれの発光セルの活性層は、互いに同じ波長領域の光を放出し、前記それぞれの発
光セル上に配置された蛍光体のうち少なくとも一部は、互いに異なる波長領域の光を放出
することができる。
【００３１】
　発光セルは、第１波長領域の光を放出する第１蛍光体が配置された第１発光セルと、第
２波長領域の光を放出する第２蛍光体が配置された第２発光セルとを含み、前記第１発光
セル及び第２発光セルのうち少なくとも一つは、特定のエンブレムを示すことができる。
【００３２】
　互いに異なる形状の発光セル上には、互いに同一または異なる波長領域の光を放出する
蛍光体を配置することができる。
【００３３】
　互いに同じ形状の発光セル上には、互いに同一または異なる波長領域の光を放出する蛍
光体を配置することができる。
【００３４】
　それぞれの発光セルは、一つの発光構造物が成長した後、前記成長した一つの発光構造
物がエッチングされることにより分かれてもよい。
【００３５】
　蛍光体は、コンフォーマルコーティングされるか、またはフィルムタイプで配置されて
もよい。
【００３６】
　隣接する前記発光セル間の距離は１０μｍ～５０μｍであってもよい。
【００３７】
　発光構造物は第１発光構造物及び第２発光構造物を含み、前記第１発光構造物内の一部
の発光セル及び前記第２発光構造物内の一部の発光セルが方向指示エンブレムを示すこと
ができる。
【００３８】
　第１発光構造物内の一部の発光セル及び前記第２発光構造物内の一部の発光セルが停止
エンブレムを示すことができる。
【発明の効果】
【００３９】
　上述した発光素子パッケージは、一つの発光素子内に複数個の発光セルが形成されるの
で、狭い空間内で様々な色の具現が可能であり、また、発光素子の数を減少させることが
できるので、基板上の限定された空間内でデザインの設計変更が可能であり、コストを低
減することができる。
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【００４０】
　また、それぞれの発光素子が複数個の発光セルに分かれ、発光セルに互いに異なる種類
の蛍光体を配置することにより、一つの発光素子ないし発光素子パッケージにおいて様々
な形状、例えば、長方形や正方形ではない形状の具現が可能であり、このような形状は、
記号、文字または数字などの特定のエンブレム（ｅｍｂｌｅｍ）をなすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１Ａ】従来の発光素子パッケージを示す図である。
【図１Ｂ】従来の発光素子パッケージを示す図である。
【図２Ａ】従来の発光素子パッケージを示す図である。
【図２Ｂ】従来の光源モジュールを示す図である。
【図３】本発明に係る発光素子パッケージ内の発光セルの構成を概略的に示す図である。
【図４】発光素子パッケージの第１実施形態を示す図である。
【図５Ａ】発光素子パッケージの発光構造物内の発光セルの第１実施形態及び第２実施形
態の構造を示す図である。
【図５Ｂ】発光素子パッケージの発光構造物内の発光セルの第１実施形態及び第２実施形
態の構造を示す図である。
【図６Ａ】発光素子パッケージの発光構造物内の発光セルの第１実施形態及び第２実施形
態の製造工程を示す図である。
【図６Ｂ】発光素子パッケージの発光構造物内の発光セルの第１実施形態及び第２実施形
態の製造工程を示す図である。
【図７】車両用照明装置内の発光素子の配列の一実施形態を示す図である。
【図８】発光素子パッケージの第２実施形態を示す図である。
【図９】発光素子パッケージの第３実施形態を示す図である。
【図１０Ａ】発光素子パッケージの第４実施形態を示す図である。
【図１０Ｂ】発光素子パッケージの点灯と消灯状態を示す図である。
【図１１Ａ】発光素子パッケージの第５実施形態を示す図である。
【図１１Ｂ】発光素子パッケージの点灯と消灯状態を示す図である。
【図１２Ａ】発光素子パッケージの第２実施形態乃至第５実施形態の発光構造物内の発光
セルの構造を示す図である。
【図１２Ｂ】発光素子パッケージの第２実施形態乃至第５実施形態の発光構造物内の発光
セルの構造を示す図である。
【図１３Ａ】図１２Ａの発光セルの製造工程を示す図である。
【図１３Ｂ】図１２Ｂの発光セルの製造工程を示す図である。
【図１４】上述した実施形態に係る発光素子パッケージが配置された車両用照明装置の一
実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　以下、上記の目的を具体的に実現できる本発明の好適な実施形態を、添付の図面を参照
して説明する。
【００４３】
　本発明に係る実施形態の説明において、各構成要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）の「上（上部）
または下（下部）（ｏｎ　ｏｒ　ｕｎｄｅｒ）」に形成されると記載される場合において
、上（上部）または下（下部）は、２つの構成要素が互いに直接（ｄｉｒｅｃｔｌｙ）接
触したり、一つ以上の他の構成要素が前記２つの構成要素の間に配置されて（ｉｎｄｉｒ
ｅｃｔｌｙ）形成されることを全て含む。また、「上（上部）または下（下部）」と表現
される場合、一つの構成要素を基準として上側方向のみならず、下側方向の意味も含むこ
とができる。
【００４４】
　図面において、各層の厚さや大きさは、説明の便宜及び明確性のために誇張されたり、
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省略されたり、又は概略的に図示されている。また、各構成要素の大きさは実際の大きさ
を全的に反映するものではない。
【００４５】
　図３は、本発明に係る発光素子パッケージ内の発光セルの構成を概略的に示す図である
。
【００４６】
　本発明に係る発光素子パッケージは、一つの発光素子が複数個の発光セル、図３では４
個の発光セル（Ｗ，Ｒ，Ｇ，Ｙ）に分かれ、それぞれの発光セル（Ｗ，Ｒ，Ｇ，Ｙ）は絶
縁層（ｉｎｓｕｌａｔｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）により区分することができる。上述した発光
セルは、一つの発光構造物が成長した後、エッチングされることにより分かれてもよく、
一つの発光構造物において同じ波長領域の光が放出されるので、それぞれの発光セルに互
いに異なる波長領域の光を放出する蛍光体をそれぞれ配置することができる。
【００４７】
　図４は、発光素子パッケージの第１実施形態を示す図である。
【００４８】
　本実施形態に係る発光素子パッケージ２００は、基板２１０などのパッケージボディー
上に一つの発光素子が配置されているが、発光素子は、複数個が配置されてもよく、少な
くとも一つの発光素子は複数個の発光セルに分かれていてもよい。
【００４９】
　図４において、一つの発光素子が４個の発光セル２５０ａ～２５０ｄに分かれており、
それぞれの発光セルでは互いに異なる波長領域の光（Ｒｅｄ、Ｇｒｅｅｎ、Ｗｈｉｔｅ、
Ｙｅｌｌｏｗ）を放出することができる。それぞれの発光セル２５０ａ～２５０ｄから互
いに異なる波長領域の光が放出されるために、発光構造物から同じ波長領域の光が放出さ
れ、それぞれの発光セル２５０ａ～２５０ｄに互いに異なる蛍光体が備えられて、上述し
た同じ波長領域の光によって互いに異なる蛍光体が励起されることにより、それぞれ異な
る波長領域の光を放出することができ、したがって、それぞれの発光セル２５０ａ～２５
０ｄから互いに異なる波長領域の光を放出することができる。
【００５０】
　例えば、発光素子の活性層が青色波長領域の光を放出する場合、第１発光セル２５０ａ
には、上述した青色波長領域の光によって励起されて５５０ｎｍ～５６５ｎｍの波長領域
の光を放出する蛍光体を配置することができ、第２発光セル２５０ｂには、上述した青色
波長領域の光によって励起されて６２０ｎｍ～６５０ｎｍの波長領域の光を放出する蛍光
体を配置することができ、第３発光セル２５０ｃには、上述した青色波長領域の光によっ
て励起されて５１０ｎｍ～５４０ｎｍの波長領域の光を放出する蛍光体を配置することが
でき、第４発光セル２５０ｄには、上述した青色波長領域の光によって励起されて５９０
ｎｍ～６００ｎｍの波長領域の光を放出する蛍光体を配置することができる。
【００５１】
　それぞれの発光セル２５０ａ～２５０ｄは、互いに分離されて配置されており、互いに
既設定された距離ｄ１だけ離隔している。既設定された距離ｄ１は、１０μｍ～５０μｍ
であってもよく、距離が大きすぎると、それぞれの発光セルを別途の発光素子として製造
する場合と相違点が少なく、距離が狭すぎると、エッチング工程で分離が難しいことがあ
る。
【００５２】
　図５Ａ及び図５Ｂは、発光素子パッケージの発光構造物内の発光セルの第１実施形態及
び第２実施形態の構造を示す図である。
【００５３】
　図５Ａは垂直型発光素子を示し、図５Ｂは水平型発光素子を示し、それぞれ一つの発光
素子内で複数個の発光セルが配置された構造を示している。図５Ａ及び図５Ｂは、図４で
のＡ－Ａ’方向の垂直方向の断面図である。
【００５４】
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　図５Ａにおいて、基板２１０上に一つの導電性支持基板２４０上に２つの発光セル２５
０ｂ，２５０ｄが互いに分離されて配置されており、互いに既設定された距離ｄ１だけ離
隔している。導電性支持基板２４０上には導電性のボンディング層２４２及び第２電極２
４４を配置し、第２電極２４４上に発光セル２５０ｂ，２５０ｄを配置することができる
。
【００５５】
　一つの発光セル２５０ｂの上部には第１電極２５１ｂを形成し、第１電極２５１ｂは基
板２１０上の第１ボンディングパッド２１０ｂとワイヤボンディング可能であり、発光セ
ル２５０ｂの上部には蛍光体２６０ｂを配置することができ、蛍光体２６０ｂは、例えば
、緑色蛍光体であってもよい。
【００５６】
　他の発光セル２５０ｄの上部には第１電極２５１ｄを形成し、第１電極２５１ｄは基板
２１０上の第１ボンディングパッド２１０ｄとワイヤボンディング可能であり、発光セル
２５０ｄの上部には蛍光体２６０ｄを配置することができ、蛍光体２６０ｄは、例えば、
黄色蛍光体であってもよい。
【００５７】
　図５Ａの垂直型発光素子において、第１電極は、発光構造物内の第１導電型半導体層上
に形成されてもよい。
【００５８】
　図５Ｂにおいて、基板２１０上にサファイアなどからなる絶縁性基板２３０上に２つの
発光セル２５０ｂ，２５０ｄが互いに分離されて配置されており、互いに既設定された距
離ｄ１だけ離隔している。
【００５９】
　一つの発光セル２５０ｂは、一部の領域をメサエッチングし、メサエッチングされた領
域に第１電極２５１ｂを形成し、発光セル２５０ｂの上部には第２電極２５２ｂを形成す
ることができ、第１電極２５１ｂは基板２１０上の第１ボンディングパッド２１０ｂとワ
イヤボンディング可能であり、第２電極２５２ｂは基板２１０上の第２ボンディングパッ
ド（図示せず）とワイヤボンディング可能であり、発光セル２５０ｂの上部には蛍光体２
６０ｂを配置することができ、蛍光体２６０ｂは、例えば、緑色蛍光体であってもよい。
【００６０】
　他の発光セル２５０ｄは、一部の領域をメサエッチングし、メサエッチングされた領域
に第１電極２５１ｄを形成し、発光セル２５０ｄの上部には第２電極２５２ｄを形成する
ことができ、第１電極２５１ｄは基板２１０上の第１ボンディングパッド２１０ｄとワイ
ヤボンディング可能であり、第２電極２５２ｄは基板２１０上の第２ボンディングパッド
（図示せず）とワイヤボンディング可能であり、発光セル２５０ｄの上部には蛍光体２６
０ｄを配置することができ、蛍光体２６０ｄは、例えば、黄色蛍光体であってもよい。
【００６１】
　図５Ｂの水平型発光素子において、それぞれの発光セルは、メサエッチングされて第２
導電型半導体層から活性層及び第１導電型半導体層の一部がエッチングされることにより
、前記第１導電型半導体層の一部が露出され、前記それぞれの領域の発光セルの第２導電
型半導体層と露出された第１導電型半導体層上にそれぞれ、第２電極と第１電極を配置す
ることができる。
【００６２】
　上述した発光素子パッケージにおいて、それぞれの発光セルに接続された第１電極と第
２電極は、互いに並列に接続されるか、または独立して接続されて、それぞれの発光セル
ごとに分割して駆動が可能である。そして、図５Ａ及び図５Ｂなどにおいて、蛍光体はコ
ンフォーマルコーティングされるか、またはフィルムタイプで配置されてもよい。
【００６３】
　本実施形態に係る発光素子パッケージは、一つの発光素子内に複数個の発光セルが形成
されるので、狭い空間内で様々な色の具現が可能であり、また、発光素子の数を減少させ
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ることができるので、基板上の限定された空間内でデザインの設計変更が可能であり、コ
ストを低減することができる。
【００６４】
　図６Ａ及び図６Ｂは、発光素子パッケージの発光構造物内の発光セルの第１実施形態及
び第２実施形態の製造工程を示す図である。
【００６５】
　発光構造物は、第１導電型半導体層、活性層及び第２導電型半導体層を含んで成長させ
た後、後述するエッチング工程を通じて複数個の発光セルに分離することができる。
【００６６】
　図６Ａは、垂直型発光素子の発光セルの分離工程を示しており、基板２１０上の導電性
支持基板２４０上に発光構造物２５０が配置され、マスク（ｍａｓｋ）を用いて選択的に
エッチングすることで、右側に示すように、２つの発光セル２５０ｂ，２５０ｄに分離す
ることができる。
【００６７】
　具体的に、発光構造物２５０を成長基板（図示せず）において成長させ、導電性支持基
板２４０に発光構造物２５０を結合した後、成長基板をＬＬＯなどの工法で分離した後、
エッチングを通じて発光構造物２５０をセル単位に分離し、電極形成及び蛍光体塗布など
を行うことができる。
【００６８】
　そして、右側に示すように、導電性支持基板２４０を基板２１０と結合し、ワイヤボン
ディングなどの工程を進行することができる。
【００６９】
　他の実施形態として、発光構造物２５０が結合された導電性支持基板２４０を基板２１
０に固定した後、上述したセル単位に分離し、電極形成及び蛍光体塗布などを進行しても
よい。
【００７０】
　図６Ｂは、水平型発光素子の発光セルの分離工程を示しており、絶縁性基板２３０上に
発光構造物２５０が配置され、マスクを用いて選択的にエッチング及びメサエッチングし
て、右側に示すように、２つの発光セル２５０ｂ，２５０ｄに分離し、それぞれの発光セ
ル２５０ｂ，２５０ｄの一部の領域をメサエッチングすることができる。
【００７１】
　そして、右側に示すように、基板２１０上に絶縁性基板２３０を実装した後に、ワイヤ
ボンディング工程などを進行することができる。
【００７２】
　他の実施形態としては、基板２１０に絶縁性基板２３０を実装した後に、上述したエッ
チング工程を進行してもよい。
【００７３】
　図７は、車両用照明装置内の発光素子の配列を示す図である。
【００７４】
　本実施形態に係る発光素子パッケージは、基板３１０上に８個の発光素子３０１～３０
８が配置され、それぞれの発光素子３０１～３０８は、それぞれ２つの発光セル（３０１
ａ／３０１ｂ～３０８ａ／３０８ｂ）からなる。
【００７５】
　例えば、、第１発光セル３０１ａ～３０８ａは赤色光（Ｒ）を放出し、第２発光セル３
０１ｂ～３０８ｂは黄色光（Ｙ）を放出することができる。上述した赤色光（Ｒ）と黄色
光（Ｙ）はそれぞれ、発光素子内の活性層から放出された光と、発光素子上の蛍光体が励
起されて放出された光とが混色して具現される色であり得る。
【００７６】
　そして、図７では、第１発光セル３０１ａ～３０８ａと第２発光セル３０１ｂ～３０８
ｂが互いに接触している場合を示しているが、上述したように、それぞれの発光素子３０
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１～３０８内で第１発光セル３０１ａ～３０８ａと第２発光セル３０１ｂ～３０８ｂは互
いに所定間隔離隔して配置されてもよい。
【００７７】
　そして、第１発光セル３０１ａ～３０８ａと第２発光セル３０１ｂ～３０８ｂは互いに
独立して駆動可能であり、図７において、第１発光セル３０１ａ～３０８ａは一つの配線
（ａ）に接続され、第２発光セル３０１ｂ～３０８ｂは他の配線（ｂ）に接続可能である
。
【００７８】
　図７に示された発光素子パッケージを含む車両用照明装置、特に後方ランプは、配線（
ａ）に電流が供給されると、８個の第１発光セル３０１ａ～３０８ａから赤色光が放出さ
れ、特に停止（ｂｒｅａｋ）信号を示すことができる。そして、配線（ｂ）に電流が供給
されると、８個の第２発光セル３０１ｂ～３０８ｂから黄色光が放出され、特に停止（ｂ
ｒｅａｋ）信号を示すことができる。
【００７９】
　以下では、発光素子パッケージの第２実施形態ないし第５実施形態を説明する。実施形
態に係る発光素子パッケージは、基板に配置されたそれぞれの発光素子を複数個の発光セ
ルに分け、それぞれの発光セルに互いに異なる波長領域の光を放出する蛍光体を配置する
ことで、一つの発光素子から複数個の波長領域の光を放出することができる。また、発光
セルが長方形や正方形ではない他の形状に配置されることで、様々な形状の光源の具現が
可能である。
【００８０】
　図８及び図９は、発光素子パッケージの第２実施形態及び第３実施形態を示す図である
。
【００８１】
　第２実施形態に係る発光素子パッケージは、基板２１０上に第１発光素子～第４発光素
子２５０ａ，２５０ｂ，２５０ｃ，２５０ｄが配置される。第１発光素子２５０ａは４個
の発光セル２５１ａ，２５２ａ，２５３ａ，２５４ａを含み、第２発光素子２５０ｂは４
個の発光セル２５１ｂ，２５２ｂ，２５３ｂ，２５４ｂを含み、第３発光素子２５０ｃは
４個の発光セル２５１ｃ，２５２ｃ，２５３ｃ，２５４ｃを含み、第４発光素子２５０ｄ
は４個の発光セル２５１ｄ，２５２ｄ，２５３ｄ，２５４ｄを含むことができる。
【００８２】
　第１発光素子～第４発光素子２５０ａ，２５０ｂ，２５０ｃ，２５０ｄにおいて、一つ
の発光セル２５１ａ，２５２ｂ，２５３ｃ，２５４ｄは第１蛍光体が配置され、残りの発
光セルは第２蛍光体が配置されてもよい。第１蛍光体と第２蛍光体は、それぞれの発光素
子２５０ａ，２５０ｂ，２５０ｃ，２５０ｄの活性層から放出される光によって励起され
て、それぞれ第１波長領域と第２波長領域の光を放出する。したがって、第１蛍光体が配
置された発光セルでは、活性層から放出された光と第１波長領域の光とが混色して外部に
放出され、第２蛍光体が配置された発光セルでは、活性層から放出された光と第２波長領
域の光とが混色して外部に放出され得る。
【００８３】
　第３実施形態に係る発光素子パッケージは、基板２１０上に第１発光素子～第９発光素
子２５０ａ～２５０ｉが配置され、発光素子２５０ａ～２５０ｉはそれぞれ、４個の発光
セルに分かれていてもよい。
【００８４】
　それぞれの発光素子２５０ａ～２５０ｉの発光セルは、互いに異なる波長領域の光を放
出する２種類の発光セルに区分することができ、上述した第２実施形態に係る発光素子パ
ッケージのように、それぞれの発光セルに、互いに異なる波長領域の光を放出する互いに
異なる蛍光体を配置することができる。
【００８５】
　また、それぞれの発光セルの一部には蛍光体が配置され、残りには蛍光体が配置されな
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くてもよい。発光セル間の距離が全て同一でなくてもよい。すなわち、同一発光素子内の
発光セル間の距離が、隣接する発光素子内の発光セル間の距離よりも小さくてもよい。
【００８６】
　図９に示された実施形態において、それぞれの発光素子２５０ａ～２５０ｉの活性層か
ら光が放出されると、上述した活性層から放出された光によって、それぞれの発光セルに
おいて蛍光体が励起されて第１波長領域の光と第２波長領域の光を放出し、したがって、
一つの発光素子内の発光セルから２種類の光を外部に放出することができる。
【００８７】
　図８に示された実施形態では、発光素子パッケージ全体から放出される光が特定の形状
を示しており、図９に示された実施形態では、発光素子パッケージ全体から放出される光
が、数字‘１２’の形状を示している。上記のように、発光素子パッケージ内のそれぞれ
の発光素子を複数個の発光セルに分け、発光セルに互いに異なる種類の蛍光体を配置する
ことで、一つの発光素子ないし発光素子パッケージにおいて様々な形状、例えば、長方形
や正方形ではない形状の具現が可能であり、このような形状は、記号、文字または数字な
どの特定のエンブレム（ｅｍｂｌｅｍ）をなすことができる。
【００８８】
　図１０Ａ及び図１０Ｂは、発光素子パッケージの第４実施形態、及び点灯と消灯状態を
示す図である。
【００８９】
　第４実施形態に係る発光素子パッケージは、図８に示された発光素子パッケージと類似
している。しかし、図８及び図９において、一つの発光素子は、同一の面積及び形状を有
する４個の発光セルからなっているが、本実施形態では、一つの発光素子が４個の発光セ
ルからなり、発光セルの面積及び／または形状が全て同一でなくてもよい。
【００９０】
　第４実施形態に係る発光素子パッケージは、基板２１０上に第１発光素子～第４発光素
子２５０ａ，２５０ｂ，２５０ｃ，２５０ｄが配置される。第１発光素子２５０ａは四角
形状の２つの発光セル２５１ａ，２５３ａ及び三角形状の２つの発光セル２５２ａ，２５
４ａを含み、第２発光素子２５０ｂは四角形状の２つの発光セル２５２ｂ，２５３ｂ及び
三角形状の２つの発光セル２５１ｂ，２５４ｂを含み、第３発光素子２５０ｃは四角形状
の２つの発光セル２５１ｃ，２５３ｃ及び三角形状の２つの発光セル２５２ｃ，２５４ｃ
を含み、第４発光素子２５０ｄは四角形状の２つの発光セル２５１ｄ，２５２ｄ及び三角
形状の２つの発光セル２５３ｄ，２５４ｄを含むことができる。
【００９１】
　第１発光素子２５０ａ内の一つの発光セル２５４ａ、第２発光素子２５０ｂ内の一つの
発光セル２５４ｂ、第３発光素子２５０ｃ内の一つの発光セル２５４ｃ、及び第４発光素
子２５０ｄ内の一つの発光セル２５４ｄは、他の発光セルと異なる種類の蛍光体が配置さ
れている。蛍光体の種類が異なるので、発光素子内の活性層から放出された光によって蛍
光体が励起されて、異なる波長領域の光を放出し、したがって、上述した４個の発光セル
２５４ａ，２５４ｂ，２５４ｃ，２５４ｄから放出される光の波長と、残りの発光セルか
ら放出される光の波長とが互いに異なる。
【００９２】
　したがって、図１０Ｂに示すように、発光素子に電流が供給されるとき、（ａ）のよう
に、４個の発光素子によって左側方向の矢印及び／または右側方向の矢印に対応するエン
ブレムを表示することができる。特に、発光素子パッケージが車両用照明装置に使用され
るとき、方向指示エンブレムとして表示され得る。図１０Ｂの（ｂ）は、発光素子に電流
が供給されない時を示した図である。
【００９３】
　図１１Ａ及び図１１Ｂは、発光素子パッケージの第５実施形態、及び点灯と消灯状態を
示す図である。
【００９４】
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　第５実施形態に係る発光素子パッケージは、上述した第４実施形態と類似しているが、
一つの発光素子が、同一の面積及び形状を有する４個の発光セルからなる点で異なる。
【００９５】
　第１発光素子２５０ａは４個の発光セル２５１ａ，２５２ａ，２５３ａ，２５４ａを含
み、第２発光素子２５０ｂは４個の発光セル２５１ｂ，２５２ｂ，２５３ｂ，２５４ｂを
含み、第３発光素子２５０ｃは４個の発光セル２５１ｃ，２５２ｃ，２５３ｃ，２５４ｃ
を含み、第４発光素子２５０ｄは４個の発光セル２５１ｄ，２５２ｄ，２５３ｄ，２５４
ｄを含むことができる。
【００９６】
　第１発光素子～第４発光素子２５０ａ，２５０ｂ，２５０ｃ，２５０ｄにおいて、一つ
の発光セル２５４ａ，２５３ｂ，２５２ｃ，２５１ｄは第１蛍光体が配置され、残りの発
光セルは第２蛍光体が配置されてもよい。第１蛍光体と第２蛍光体は、それぞれの発光素
子２５０ａ，２５０ｂ，２５０ｃ，２５０ｄの活性層から放出される光によって励起され
て、それぞれ第１波長領域と第２波長領域の光を放出する。したがって、第１蛍光体が配
置された発光セルでは、活性層から放出された光と第１波長領域の光とが混色して外部に
放出され、第２蛍光体が配置された発光セルでは、活性層から放出された光と第２波長領
域の光とが混色して外部に放出され得る。
【００９７】
　したがって、図１１Ｂに示すように、発光素子に電流が供給されるとき、（ａ）のよう
に、内部の４個の発光セルと外部の発光セルとが互いに異なる色を表示することで、特定
のエンブレムまたは特定の目的のための表示灯として使用することができ、例えば、車両
用照明装置においてブレーキ（ｂｒｅａｋ）灯と方向指示灯を一体化させて、選択的又は
一体にブレーキ灯と方向指示灯をｏｎ／ｏｆｆさせることができる。図１１Ｂの（ｂ）は
、発光素子に電流が供給されない時を示した図である。
【００９８】
　図１２Ａ及び図１２Ｂは、発光素子パッケージの発光構造物内の発光セルの構造を示す
図である。
【００９９】
　図１２Ａは垂直型発光素子を示し、図１２Ｂは水平型発光素子を示し、それぞれ一つの
発光素子内で複数個の発光セルが配置された構造を示している。図１２Ａ及び図１２Ｂは
、図４でのＡ－Ａ’方向の垂直方向の断面図である。
【０１００】
　図１２Ａにおいて、基板３１０上に一つの導電性支持基板３４０上に２つの発光セル３
５０ｂ，３５０ｄが互いに分離されて配置されており、互いに既設定された距離ｄ１だけ
離隔している。導電性支持基板３４０上には導電性のボンディング層３４２及び第２電極
３４４を配置し、第２電極３４４上に発光セル３５０ｂ，３５０ｄを配置することができ
る。
【０１０１】
　既設定された距離ｄ１は、１０μｍ～５０μｍであってもよく、距離が大きすぎると、
それぞれの発光セルを別途の発光素子として製造する場合と相違点が少なく、距離が狭す
ぎると、エッチング工程で分離が難しいことがある。
【０１０２】
　一つの発光セル３５０ｂの上部には第１電極３５１ｂを形成し、第１電極３５１ｂは基
板３１０上の第１ボンディングパッド３１０ｂとワイヤボンディング可能であり、発光セ
ル３５０ｂの上部には蛍光体３６０ｂを配置することができ、蛍光体３６０ｂは、例えば
、緑色蛍光体であってもよい。
【０１０３】
　他の発光セル３５０ｄの上部には第１電極３５１ｄを形成し、第１電極３５１ｄは基板
３１０上の第１ボンディングパッド３１０ｄとワイヤボンディング可能であり、発光セル
３５０ｄの上部には蛍光体３６０ｄを配置することができ、蛍光体３６０ｄは、例えば、
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黄色蛍光体であってもよい。
【０１０４】
　図１２Ａの垂直型発光素子において、第１電極は、発光構造物内の第１導電型半導体層
上に形成することができる。
【０１０５】
　図１２Ｂにおいて、基板３１０上にサファイアなどからなる絶縁性基板３３０上に２つ
の発光セル３５０ｂ，３５０ｄが互いに分離されて配置されており、互いに既設定された
距離ｄ１だけ離隔している。
【０１０６】
　一つの発光セル３５０ｂは、一部の領域をメサエッチングし、メサエッチングされた領
域に第１電極３５１ｂを形成し、発光セル３５０ｂの上部には第２電極３５２ｂを形成す
ることができ、第１電極３５１ｂは基板３１０上の第１ボンディングパッド３１０ｂとワ
イヤボンディング可能であり、第２電極３５２ｂは基板３１０上の第２ボンディングパッ
ド（図示せず）とワイヤボンディング可能であり、発光セル３５０ｂの上部には蛍光体３
６０ｂを配置することができ、蛍光体３６０ｂは、例えば、緑色蛍光体であってもよい。
【０１０７】
　他の発光セル３５０ｄは、一部の領域をメサエッチングし、メサエッチングされた領域
に第１電極３５１ｄを形成し、発光セル３５０ｄの上部には第２電極３５２ｄを形成する
ことができ、第１電極３５１ｄは基板３１０上の第１ボンディングパッド３１０ｄとワイ
ヤボンディング可能であり、第２電極２５２ｄは基板２１０上の第２ボンディングパッド
（図示せず）とワイヤボンディング可能であり、発光セル３５０ｄの上部には蛍光体３６
０ｄを配置することができ、蛍光体３６０ｄは、例えば、黄色蛍光体であってもよい。
【０１０８】
　図１２Ｂの水平型発光素子において、それぞれの発光セルは、メサエッチングされて第
２導電型半導体層から活性層及び第１導電型半導体層の一部がエッチングされることによ
り、前記第１導電型半導体層の一部が露出され、前記それぞれの領域の発光セルの第２導
電型半導体層と露出された第１導電型半導体層上にそれぞれ、第２電極と第１電極を配置
することができる。
【０１０９】
　上述した発光素子パッケージにおいて、それぞれの発光セルに接続された第１電極と第
２電極は、互いに並列に接続されるか、または独立して接続されて、それぞれの発光セル
ごとに分割して駆動が可能である。そして、図１２Ａと図１２Ｂなどにおいて、蛍光体は
コンフォーマルコーティングされるか、またはフィルムタイプで配置されてもよい。
【０１１０】
　図１３Ａ及び図１３Ｂは、図１２Ａ及び図１２Ｂの発光セルの製造工程を示す図であり
、図６Ａ及び図６Ｂに示された実施形態と同一であり得る。図１４は、発光素子パッケー
ジが配置された車両用照明装置の一実施形態を示す図である。
【０１１１】
　実施形態に係る車両用照明装置４００は、発光素子パッケージが配置された発光素子モ
ジュール４０１から放出された光がリフレクタ４０２とシェード４０３で反射された後、
レンズ４０４を透過して車体の後方に向かうことができる。発光素子モジュール４０１は
、基板上に上述した発光素子パッケージが配置されてもよい。
【０１１２】
　上述した車両用照明装置は、発光素子モジュール内のそれぞれの発光素子が複数個の発
光セルを含み、一つの発光素子から２つの波長領域の光を放出することができる。
【０１１３】
　以上、実施形態を中心に説明したが、これは単なる例示であり、本発明を限定するもの
ではなく、本発明の属する分野における通常の知識を有する者であれば、本実施形態の本
質的な特性を逸脱しない範囲で、以上で例示していない様々な変形及び応用が可能である
ということが理解されるであろう。例えば、実施形態に具体的に示した各構成要素は変形
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実施が可能である。そして、このような変形及び応用に係る差異点は、添付の特許請求の
範囲で規定する本発明の範囲に含まれるものと解釈しなければならない。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２Ａ】

【図２Ｂ】

【図３】
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【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０Ａ】



(16) JP 6713720 B2 2020.6.24
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【図１１Ｂ】

【図１２Ａ】

【図１２Ｂ】

【図１３Ａ】

【図１３Ｂ】

【図１４】
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